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会長挨拶  会長 藤嶋 剛史 
皆さまメリークリスマス。寒波到来の中お集まりいただきありがとうございます。 
クリスマスといえばプレゼントですね。クリスマス例会では例年、皆様にプレゼント 

としてお菓子などをお土産に配っていたのですが、今年は「荷物になるから」という 
意見が多く、その分料理のグレードを上げることにしました。いずれにしてもお腹の中 
に入るのは一緒ですし、ぜひ「美味しかったな」という思い出をお土産に持ち帰ってい 
ただければ嬉しく思います。プレゼントといえば、先日 TV 番組で「シークレットサンタ」というアメリカ
であった実在の人物の話を観ました。ある若い男性が、仕事もなく何日も食事もしていなくて、ふらっと入
ったレストランでついお金も無いのにたくさんの料理を頼んでしまい、どうしようか困っていた時に、その
店のコックさんが「あなたの近くに 20 ドル札が落ちていますよ」と渡してくれたのですが、それは実はお
金を持っていないのを察して渡してくれたものだったのだそうです。その後しばらくしてその男性はお金が
無いにもかかわらず、奥さんに内緒のためサングラスで顔を隠し、クリスマスになるとサンタのような格好
で困っている人たちに 20 ドル札をプレゼントして回ったそうです。善いことを続けたせいか、その後男性
は事業に成功し 20 ドルから 100 ドルに金額も増え、亡くなるまでに配った総額は 1 億 5,000 万円にのぼった
そうです。また、20 ドルをくれたコックさんをようやく探し出し、お礼に 12,000 ドルを渡したところ、その
コックさんは困っている人たちの施設へ全額をプレゼントしたのだそうです。その男性亡き後も、この遺志
を受け継いだ人々によりこの活動は続いているそうです。 
私が親睦委員長としてクリスマス例会を担当した年のＲＩテーマは「世界のプレゼントになろう」でし

た。我々は児童養護施設、ろう学園、ラオスの小児病院などへの支援など様々な事業をしていますが、私た
ちの活動はそういった子どもたちや多くの人々へ対するプレゼントのようなものだと思います。ポリオ（小
児まひ）の根絶活動もそうです。しかしご承知の通り、アフガニスタンやパキスタンでは、親たちのアメリ
カへの不審や憎しみのため子どもたちにワクチンが届きません。私たちのプレゼントがそうした大人たちの 
争いにより届かないのは本当に悲しいことです。ロータリーの最終的な目標は平和であり、それを実現する
のは本当に難しいことですが、これからも私たちにできることを一つ一つしていきたいと思います。ご家族
の皆さんにはぜひそんな私たちの活動によりご理解をいただき、背中を押していただけたら嬉しく思いま
す。そのためにも今日はまず、楽しい時間を共有し、ロータリーファミリーとして親睦を深めてていただけ
れば幸いです。 
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